
 第３号様式（第６条第１項関係） 

市長 副市長 部長 課長 主幹・副主幹 主査・主査補 班員 

       

（合議） 

教育総務課 

 

教育長 部長 課長 主幹・副主幹 主査・主査補 班員 

     

令和２年８月１７日 

会議結果報告書（行政経営戦略会議） 

１ 日時及び場所 

令和2年8月17日（月）午前9時30分～ 東庁舎1階会議室101 

２ 出席者 

企画政策課 永井課長、冨田主査 

教育総務課 板橋課長、山本主査 

３ 件名 

白井市教育大綱（案）について 

４ 会議結果 

■ 案のとおり決定する。 

□ 一部修正の上、決定する。 

□ 継続して検討する。 

□ 案を否決する。 

□ 報告を了承する。 

５ 会議内容 

・基本理念の「“オール白井”で高める『白井の教育』」の中に企業は位置付けられて

いるか。 

→「地域」の中に位置付けている。 

・案の策定までの経緯は。 

→平成30年度に策定方針を決定した。その後、市長と教育委員会で構成する総合教育会

議を３回開催し、協議・調整を行ったところである。 

・現行の教育大綱との違いは。 

→次期教育大綱では、新たに「家庭教育」を方針２として特出ししており、現行の教育

大綱の４つの目標については、方針１、３、４で継承している。次の総合教育会議の

際には、現行の教育大綱と比較できるようにする。 

・現在策定中の「教育振興基本計画」はどのように決定していくのか。 

→教育委員会議で決定し、行政経営戦略会議に報告する。 

備考 会議内容を簡潔に記載すること。 



　第１号様式その２（第４条第４項関係）

年 月 日

件　　　名

計画の概要

論点（決定
を要する事

項）
部内会議や
関係課等と
の調整結果
（主な意見・
懸案事項）

項目

条例規則

議会説明

市民参加

付議書公表■ □ □ □ （

関係法令等

関係課

事業費

カテゴリー 目的 学習・教育 手段 その他

参考情報

年代 小・中学生、高校生 場所 市内全域

白井市教育大綱（案）について

【役割・位置づけ】
　現教育大綱が令和２年度で終了することから、引き続き市の教育に関する総
合的な施策について、その目標や施策の根本となる方針を定めるもので、白井
市第５次総合計画後期基本計画の「学習・教育」分野の基幹計画として位置付
ける。

【策定方法】
　第５次総合計画後期基本計画の策定に向けて実施した第１４回住民意識調
査等の結果から市民の教育施策に対する意向を把握するとともに、総合教育
会議において教育施策の現状や課題、今後の方向性等を３回にわたり協議し
た。
　策定に当たっては、白井市第５次総合計画との整合性を確保した。

【計画期間】
　令和３年度から令和７年度まで

【基本理念】
　オール白井で高める「しろいの教育」

【基本方針】
　１　育てます。未来を生き抜く力 【学校教育】
　２　支えます。子どもの笑顔      【家庭教育】
　３　結びます。人と地域と学び    【社会教育】
　４  応援します。みんなの学び    【生涯学習】

【施策の推進】
　現在策定中の「白井市教育振興基本計画」（教育大綱の下に位置付ける個
別計画）に基づき推進する。
白井市教育大綱（案）について

令和 2 8 17

付議書（行政経営戦略会議）

部課名 企画政策課

・家庭教育「支えます。子どもの笑顔」は、目標というよりはどう取り組んでいくか
という方向性を示しているので、目標という言葉は再考した方がよいのではない
か。

有無 方法（時期） 項目 有無 方法（時期）

R2.9月1日から20日まで　パブリックコメント
R2.10月　総合教育会議での協議
R2.12月　教育大綱の決定
R3. 1月　教育委員会議に報告

無

有 行政運営報告（Ｒ2.8月）広報・ＨＰ等 有 広報・ＨＰ（策定後）

無 報道発表
スケジュール

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１条の３

千円 （うち特定財源 千円）

有 パブリックコメント（Ｒ2.9月）

公開 非公開 部分非 時限非 まで）



 
 

 

 

 

 

白白井井市市教教育育大大綱綱  

  （案） 

 

 

 
 

 

令和 年 月 

白井市 



 

「はじめに」として、市⻑の挨拶⽂を掲載予定です。 

  

   ⽩井市は、都⼼に近く、緑豊かで良好な住宅地とともに、農業・⼯業・商 

  業がバランス良く備わった、魅⼒あふれるまちです。 

   私は、この魅⼒あふれる⽩井を、市⺠が⾃分事としてまちづくりを進める 

  「真の市⺠⾃治」を実現し、次世代に残したいと考えています。そのために、 

「オール⽩井」の未来紀（みらいのみちすじ）として、５本の施策の柱を定 

めました。 

   １本⽬の柱が、「もっと⼦育て教育のまちに」です。⼦どもたちが安⼼して 

  学校⽣活を送れるよう教育環境を整えるとともに、教育の ICT 化など教育レ 

  ベルを上げ、⼦育て世代が魅⼒を感じられる学校づくりを進めます。 

   そして、「⽩井をもっと豊かに」するために、市⺠の家庭教育、社会教育、 

  ⽣涯学習を⼒強く応援・⽀援してまいります。  

⽩井市⻑ 笠井 喜久雄 
 
 
1 策 定 の 趣 旨  

平 成 ２ ７ 年 ４ ⽉ １ ⽇ 施 ⾏ 「 地 ⽅ 教 育 ⾏ 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 律 」

の 改 正 に 基 づ き 、市 ⻑ と 教 育 委 員 会 が 協 議・調 整 を 尽 く し 、市 ⻑ が ⽩ 井 市

の 教 育 振 興 に 関 す る 基 本 的 な ⽅ 針 を 定 め て い ま す 。  

 
２  対 象 期 間  

「 ⽩ 井 市 第 5 次 総 合 計 画 後 期 基 本 計 画 」に 併 せ 、令 和 ３ 年 ４ ⽉ １ ⽇ か

ら 令 和 ８ 年 ３ ⽉ ３ １ ⽇ ま で と し て い ま す 。  

 

3 位 置 づ け  

   「 白 井 市 第 ５ 次 総 合 計 画 」と の 整 合 を 図 り な が ら 、白 井 市 が 目 指 す べ き

教 育 の 理 念 や 方 針 、 施 策 の 基 軸 と し て 位 置 づ け て い ま す 。  



 

“オ ー ル ⽩ 井 ”で ⾼ め る 『 し ろ い の 教 育 』  

４  基 本 理 念  

 

 

 

 

 

 

 

５  基 本 ⽅ 針  

 

  ⽅ 針 １  育 て ま す 。 未 来 を ⽣ き 抜 く ⼒  【 学 校 教 育 】  

       次 世 代 を ⽣ き る ⼦ ど も た ち に 、 安 全 安 ⼼ な 教 育 環境 、 多 様

な教 育 活 動 の も と で 、 確 か な 学 ⼒ 、 豊 か な ⼼ 、 健 や か な 体 を

基盤 と し た 「 未 来 を ⽣ き 抜 く ⼒ 」 を 育 て ま す 。  

 

⽅ 針 ２  ⽀ え ま す 。 ⼦ ど も の 笑 顔    【 家 庭 教 育 】  

       学 ぶ 機 会 を 提 供 し 、地 域 で 家 庭 教 育 を ⽀ え る 仕 組み を 作 り 、

すべ て の 学 び の 基 盤 と な る 家 庭 教 育 を ⽀ え ま す 。  

   

⽅ 針 ３  結 び ま す 。 ⼈ と 地 域 と 学 び   【 社 会 教 育 】  

         市 ⺠ だ れ も が ⾝ 近 で 気 軽 に ⽴ ち 寄 る こ と が で き る地 域 の 拠

点を 活 か し て 、 ⼈ と 地 域 と 学 び の 場 を 結 び ま す 。  

   

⽅ 針 ４  応 援 し ま す 。 み ん な の 学 び   【 ⽣ 涯 学 習 】  

       市 ⺠ だ れ も が ⽣ 涯 を 通 し て 、 ス ポ ー ツ 、 ⽂ 化 、 芸術 、 郷 ⼟

の歴 史 等 、 ⾃ ⼰ を ⾼ め る 学 習 活 動 を 応 援 し ま す 。  

 

６  施 策 の 推 進  

各 ⽅ 針 は「 ⽩ 井 市 教 育 振 興 基 本 計 画 」（ 令 和 ３ 年 ４ ⽉ １ ⽇施 ⾏ ） に 基

づ き 推 進 し ま す 。  

家 庭  

学 校

関 係 機 関

地 域  

教 育 委 員 会

市 役 所



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⽩ 井 市 教 育 ⼤ 綱  
令 和 3 年 4 ⽉  
〒 270-1492 

千 葉 県 ⽩ 井 市 復 1123 
電 話  047-492-1111 


